
（様式１）

成果となる目標 具体的な行動目標
学力向上に向けた
重点的な目標 年度末評価

（前年度の成果と次年度に向けた課題等）
評価

（指標となる数値等） （成果目標達成のための具体的な手立て等） （今年度の成果と来年度に向けた課題等）
評価

〇文章を要約する力の向
上。
〇根拠を明確にした論述
する力の向上。
〇語彙力の向上。
〇話し合い活動などコミュ
ニケーション能力を高める
学習の充実。

〇情報の扱い方については、発表の機会を意図的に多く取り入れ
たり、授業でICTを活用した話し合い活動を取り入れたりしたこと
で、理解が進んでいる。
〇必要な情報を得るために、調べたり、本を読んだりすることを積
極的に取り入れたことで、話の内容を捉え、自分が知りたいことの
中心をとらえることを意識しようとしている。
△「話すこと・聞くこと」領域と比べ「書くこと・読むこと」に苦手傾向
があると考えられる。
△漢字の意味を理解し、文章中で正しく使うことが十分にできてな
い。
△文章と図や表を結び付けて考えたり、必要な情報を見つけ出す
ことに課題がみられる。

B

〇根拠を明確にして論述する力の
向上（ｂ、ｄ、ｇ）

○全国学力調査質問「国語の授業で、目的に応じて、簡単に書いたりくわし
く書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫して文章
を書いている」の肯定的回答が80％以上。
〇全国学力学習状況調査質問「算数の授業で、どのように考えたのかにつ
いて説明する活動をよく行っている」の肯定的回答が80％以上。
〇本校学びのUD化チエックリストにて「ノートの取り方やファイル・プリントの
整理の仕方を指導している」に肯定的に回答する教員の数が90％以上。

○目的に応じて数，式，図，表，グラフ等を活用しつつ、根拠を基
に筋道を立てて考え，問題解決をする学習を進める。また、問題
解決に至る過程を説明する機会を設ける。
○国語や算数などの学習課題について、根拠を基に自分の考え
をノートに書き、発表する機会を設ける。
○登場人物の相互関係や心情・場面についての変化を読み取っ
たり、文章を読んで考えたことについて、交流したりする学習活動
を発達段階に応じて取り入れる。
○ノートや宿題などのまとめ方の工夫を児童が振り返る機会を設
ける。
○めあて・課題解決の方法・ふりかえり等のあるノート指導を行
う。

○全国学力・学習状況調査において「根拠をもとに説明している」とする回
答は、国語88％、算数77％であり、概ね目標を達成した。国語と算数で
は、根拠を基に自分の考えをノートにまとめたり、発表したりする機会を設
け、理由をもとに考えを伝えようとする児童の姿が見られる。
○本校で取り組んできたUDL（学びのユニバーサルデザイン）を活用する
ことで、ノートやプリント、ファイル等を用いた思考の整理の仕方を意識し
た指導が進み、教師アンケートでも90％以上が肯定的に評価している。
○ノートのまとめ方については一定の成果が見られるものの、児童一人
一人が自分に合った方法を選び、振り返りを通して学びを深める力を育て
るための支援が課題である。
○教師間で「根拠を明確にする指導」の具体像をさらに共有し、めあて・課
題・振り返りを繋げた授業構成について共通理解する必要がある。

A

〇図やグラフなど資料を
基に考える力の向上。
〇解答の根拠（式の意味
等）を説明する力の向上。
○各領域における基礎的
な計算の定着。

〇伴って変わる二つの数量ついては、算数科だけでなく、社
会科や理科、総合的な学習の時間など教科横断的に学習を
行い、特徴を読み取る技能の定着がみられる。
△図形の領域に苦手傾向がみられる。
△「選択式」や「短答式」に比べ、「記述式」が苦手な傾向が
ある。
△加法と乗法の混合した整数の計算をしたり、分配法則を
用いたりする計算等に苦手が見られる。
△百分率で表された割合について理解が難しい。
△示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わされたグ
ラフを読み、見いだした違いを言葉と数を用いて説明するこ
とが苦手である。

A

〇語彙数を増やし、それを活用でき
る力の育成（a、ｃ、ｇ）

〇全国学力調査質問「読書は好きですか」の肯定的回答が80％以上。
〇前の学年までの配当漢字を90％程度理解することができる。
〇図書室の１人当たりの貸出冊数が昨年度比＋3ポイント増。

〇新聞やニュースから自分が調べたい課題を選び、調べてタブ
レットで発表する機会を設ける。
○教科書の各単元末にある言葉の力を適宜応用し、授業の中
で、書いたり、話したりする機会を多く設け、習熟を図っていく。
〇朝の読書タイムや家族読書の日を確実に実施し、読書の楽しさ
を感じさせる。
○学校司書と連携し、学習内容だけにとどめず調べ学習や多読
につなげ、学校図書館を活用した学習を進め、文章に触れる機会
を増やす。

　

○全国学力調査「読書は好きですか」の肯定的は77％でやや目標を
下回った。ただ、、朝の読書タイムや家族読書の日の継続的な実施、
学校司書との連携により、一人当たりの図書貸出冊数が前年度より3
ポイント増加するなど、読書量の面でも成果が表れた。
○新聞やニュースをもとに課題を設定し、調べてタブレットで発表する
活動を取り入れたことで、言葉を使って調べ、まとめ、伝える経験をつ
むことができた。
○今後は、量としての読書や語彙の習得に加え、「学んだ言葉を使っ
て考え、表現できる力」の育成を意識した取り組みを進める。

B

〇漢字の使い分けができるよう
にする。
〇思考力を問われる問題に対し
て、情報や条件から考える力の
向上。
〇漢字の活用や丁寧な書字など
のノート指導。
〇思考力を問われる問題に対し
て、情報や条件から考える力の
向上。

○プリント・タブレットを活用し、繰り返し学習を行い、どの教
科も基礎的な力はついてきている。
△思考問題には、苦手意識を持っている児童も少なくない。
△漢字の習得や文字を丁寧に書くことに、困難を示す子もい
る。
○課題を解決するために、粘り強く取り組むことができる児
童は少なくはない。
△課題解決のために図や表、グラフなどを見たりそれを使っ
て考えるのことが苦手な児童も少なくない。

B

〇家庭での学習習慣の確立（ｃ、e、
f）

〇全国学力調査質問「学校の授業時間以外に、普段１日当たりどれくらい
の時間、勉強をしますか」の回答の30分以上の割合が80％以上。
〇学校評価保護者アンケートで「子供は家庭で学習する習慣が身について
いる」に肯定的回答が80％以上。

〇算数や国語など様々な教科において、つまずきがある児童の
支援に取り組む。
○宿題などの家庭学習の進め方について、相談したり励ましたり
するなど、自主的に学習できるような支援に取り組む。
○低学年から発達段階に応じた学習の積み上げを意識して取り
組む。

〇全国学力調査「1日当たりの勉強時間」では30分以上と回答する割
合が77％と、やや目標を下回った。しかし、学校評価「子供はすすん
で家庭学習に取り組んでいる」の肯定的回答は85％であった。
○算数・国語を中心につまづきのある児童への個別支援や少人数指
導を行った。また、宿題の進め方について児童・保護者と面談や声か
けを行い、自主的に学習に取り組めるよう、引き続き支援していく。 B

〇苦手な学習に対する抵
抗を少なくする。
〇家庭学習の手引きの活
用。

△読書に対する興味が高いとは言えない。
△算数、英語の興味が高いとは言えない。
〇学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用し、すぐに
調べて楽しみながら学習を進めることができる児童が多い。
〇学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、広げたりすることができている。
〇学習した内容について、分かった点や良く分からなかった
点を見直し、次の学習につなげようとしている。
〇生活における規範意識は高い。
〇行事（運動会・音楽会）への意欲や達成感が高い。
〇授業に対して前向きである。
〇友だちとの関係を大切に考えられている。
△学校以外で自主的に学習をすすめることは難しい。

B

〇ICTを効果的に活用した「主体的
対話的で深い学び」を実現する授業
づくりの推進（ｂ、ｃ、ｄ）

〇全国学力調査質問「５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT
機器を、どの程度使用しましたか」の週１日以上の回答が80％以上。
〇学校評価保護者アンケート「子どもはタブレット端末を使った学習に取り
組んでいる」の肯定的回答が80％以上。

〇ICTを活用した学習を１日１回以上実施する。
〇授業の中にICTを活用した課題追究の過程を取り入れる。
〇授業の中にICTを活用した学び合いの過程を取り入れる。
〇高学年ではICT機器を活用した家庭学習を実施する。
〇夏季休業中はICTを活用した家庭学習を全学年で実施する。

○全国学力調査質問で「PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しまし
たか」の質問に対し、「週１日以上」と回答する児童がが100％であり、ICT活用
が日常的な授業の中に定着している。
○学校評価保護者アンケートでも「子どもはタブレット端末を使った学習に取り
組んでいる」の肯定的回答が93％であり、家庭からもICT活用の取組が一定程
度評価されている。
○ICTの活用の頻度は向上しているものの、調べ学習や資料提示にとどまる場
面もあり、思考を深めるための活用や対話を促す活用については、学年や教
師間でも差がみられる。そのため、今後は教師自身のICT活用スキルや授業設
計の向上を図るため、校内研修や実践交流を通した授業改善を引き続き進め
ていくことが必要である。

A

〇ICTを効果的に活用した授業
づくりの推進。
〇情報活用能力の向上。
〇プログラミング的思考を育成す
る。
〇ICT機器を活用し、児童の思考
を深める。
〇ＩＣＴ活用やプログラミング教育
の在り方についての研修をする。

○ICT機器等を活用した主体的・対話的な学びになる学習課
題（目的）を設定し、友達との交流、自分の活動を振り返る学
習等で、気付きがある授業作りを検討している。
〇ＩＣＴを活用した授業では、動画、写真、プレゼンテーショ
ン、大型テレビなどの活用が多く見られた。中でも「児童が映
像で活動を振り返ること」や「自分や仲間の考えをまとめて伝
える活動が学習に効果的であると感じている。
〇1年生からiPadを活用することで、子どもたちのiPadの操作
がスムーズになり、情報の収集・整理・発信ができるなど情
報活用能力の高まりも感じてきている。
〇朝の会のスピーチ、宿題や夏休みの課題、学校行事など
効果的と考えられる様々な場面でのＩＣＴ活用が増えている。

A

〇情報活用能力の向上（a、ｂ、ｃ、
ｄ）

〇４～６年生児童のタイピングの速度の平均値が1分間50文字以上。
〇全国学力調査質問のうち、次の項目の肯定的評価平均値が70％以上。
①「PC・タブレットなどのICT機器で文章を作成する（文字、コメントを書くな
ど）ことができると思いますか」
②「インターネットを使って情報を収集する（検索する、調べるなど）ことがで
きると思いますか」
③「PC・タブレットなどのICT機器を使って情報を整理する（図、表、グラフ、
思考ツールなどを使ってまとめる）ことができると思いますか」
④「PC・タブレットなどのICT機器を使って学校のプレゼンテーション（発表の
スライド）を作成することができると思いますか」

○プログラミングやICT機器活用授業を日常的に実施する。
〇キーボードの文字入力やインターネットの情報の検索、映像編
集等、目的に応じてICT機器を操作できるように、発達段階を考慮
しつつ低学年から授業で活用する機会を設ける。
○デジタルドリルを活用して、苦手な領域の計算練習を適宜行う。

〇全国学力調査におけるICT機器の操作スキルに関する回答では平均値が
86％となり情報活用スキルを概ね習得していると考えられる。
○「情報能力の向上」に向け、水・金曜の朝学習にICTタイムを取り入れ、発達
段階を意識した指導と授業での継続的なICT活動も進めることができた。
また、キーボード入力や検索、資料作成、映像編集などを授業に取り入れたこ
とで、単なる操作ではなく、学習を支えるし手段としてICTを活用する意識が育
ちつつある。
○低学年から高学年までの系統的な指導内容について、さらに共通理解を図
り、学年間での積み上げを意識した情報活用能力の育成を行うことが課題であ
る。
○ICTを「使える力」から「目的に応じて適切に活用できる力」へと高め、主体的
に学びを進める情報活用能力の育成を目指していきたい。

A

〇行事での地域・保護者との
連携協力。
〇学力向上に向けた小小、
小中連携。

〇学校運営に協力的であり、PTA役員を中心に子
どもにとって達成感のある行事の在り方を考えてい
る。
〇自然学校と修学旅行は小野・母子・志手原の３校
で合同実施し、上野台中学校区で連携して行事を
行った。
〇上野台中校区の６年生が一堂に会し、中学校に
向けての事前交流会を行った。

A

〇学力向上に向けた小小連携、小
中連携の推進（ｃ、e、ｆ、ｇ）

〇上野台中学校区内の小学校との合同学習を年間２回以上開催する
○学力向上に向けた小中連絡会を年間２回以上開催する
〇中学校の教員を招聘した授業を年間１回以上開催する

〇自然学校や修学旅行の取り組みを通して、児童理解を深め、支
援や指導の在り方の共通理解を深める。
○中学校区内の児童・生徒の様子を交流し、校区の状況を把握
するとともに児童生徒理解に努める。
○６年生を中心の児童の課題や実態について、中学校と交流の
場をもつ。

〇自然学校と修学旅行は小野・母子・志手原の３校で合同実施し、上野台中学
校区で連携して行事を行った。また、そうした学校行事に向け、当該児童を対
象とした事前学習会を2回以上実施した。
〇中学校区で「学習の手引き」を作成し、家庭への啓発を行った
〇学力向上に向けて、小中連絡会を2回開催した。
〇中学校の教員を招聘した授業を1回実施した。 A

４月（※全国学力・学習状況調査の結果などを受けて年度途中で変更する場合は削除、追記部分を朱字で修正）
前年度

「評価」は年間の取組みについて、
4段階で評価　Ａ・・・十分に達成　　　Ｂ・・・おおよそ達成
　　　　　　　　　Ｃ・・・達成が不十分　　Ｄ・・・ほとんど達成できず
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学力向上に向けた重点的な目標

（変容を目指す資質・能力）

学 校 教 育 目 標
自ら学ぶ意欲と方法を身につけた
心豊かな志手原っ子の育成 変 容 を 目 指 す 資 質 ・ 能 力

a 知識及び技能　ｂ思考力、判断力、表現力　ｃ学びに向かう力、人間性等　ｄ情報活用能力　e課題解決能力　ｆ学
び続ける姿勢　ｇコミュニケーション能力
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学 校 長 小 山 恵 介


